
平成２８年３月２４日開催定例美祢市教育委員会会議録 

 

 

開催日時  平成 28 年３月 24 日（木）午後１時 30 分から午後３時 08 分  

開催場所  美祢図書館「視聴覚室」  

 

 

出席委員          前田 耕次 委員長            

秋山 信登 委員長職務代理者  

古屋 道子 委員  

井上 敏雄 委員  

              永冨 康文 委員         ５人  

 

出席教育委員会事務局職員  山田 悦子 事務局長  

  末岡 竜夫 事務局次長  

千々松雅幸  〃 教育総務課長  

              津守 一郎  〃 学校教育課長             

古屋 敦子  〃 生涯学習スポーツ推進課長  

高橋 文雄  〃 文化財保護課長  

森田 孝一  〃 文化財保護課主幹  

井上 辰巳  〃 美東事務所長  

安永 一男  〃 秋芳事務所長  

福屋 憲道  〃 学校教育課長補佐  

野本 靖     〃   生涯学習スポーツ推進課長補佐  

 

                  １１人  

 

欠席教育委員会事務局職員  新家 健司  〃 教育総務課長補佐  

 

 １人  

 

開  会 

 

 

前田委員長 

午後１時 30 分 委員全員の出席を確認し開会を告げ、署名委員に古屋委員、

井上委員を指名する。  

 

 



前田委員長 

  前回の会議録の承認について、事前に各委員へ配布された会議録への意見、

質問を求める。  

 

全員承認  

 

前田委員長 

  行事関係について教育長の報告を求める。  

 

永冨教育長 

それでは先月の教育委員会会議以後の主な行事について報告する。概要はお

手元の資料に載せているとおりであるが、主なものを時系列に沿って６点申し

上げる。  

１つ目は３月が卒業式のシーズンであったことである。３月１日には美祢青

嶺高校、２日には成進高校の卒業式が行われた。市内の中学校の卒業式は 10

日、小学校の卒業式は 18日に行われた。委員の皆様にも御臨席の上、告辞を

行っていただいた。美祢市内の小中学校の卒業生はどの子も元気で、希望に燃

えて母校を巣立って行ったと思っている。行く手にはいいことばかりでなく、

試練もあるかとは思うが、美祢市の子どもたちは、それを乗り越えて、新しい

ことに挑戦して行ってくれるものと確信している。前途に幸多かれと祈ってい

る。  

２つ目は、３月６日に第８回美祢秋吉台高原マラソンを開催したことである。

後で担当課長から報告するが、参加者は、北海道から沖縄まで、全国各地から

集い、全国的なマラソン大会となった。参加者も若干増加しているようである。

ただ、あいにくの雨天であったが、参加者は雨にも風にも負けず健脚を競って

いた。教職員の参加者もあった。綾木小の杉山夕子教諭は、女子年代別５キロ

の部で見事優勝した。最近は健康ブームもあり、マラソンの愛好者は随分増加

していると思うので、高原マラソンが秋吉台の自然を楽しみながら走れるマラ

ソンとして定着するよう工夫・改善に努めてまいりたい。なお、来年度から大

会の名称を「Mine秋吉台ジオパークマラソン」に変更したいと思っている。  

３つ目は、３月定例市議会のことである。３月１日に教育経済委員会、３月

３日、４日に一般質問、 15日に議会最終日となる本会議が開催され、予算・

議案等がいずれも可決、成立した。教育経済委員会においては、坪井委員から

一昨年の大嶺小の事案に関して、第３者委員会の審議状況について４度にわた

って質問を受けた。私としては、これまで調査を11回行っており、現在も継続

中であること、今後、当該生徒の状況や保護者の意向を踏まえて、適切な時期

に第３者委員会の報告書が公表されることになるだろうと答えている。なお、

一般質問について、教育委員会に関するものとしては、岡山議員から、世界ジ

オパークと教育文化の振興ということで図書館の充実に関する質問、河本議員

からも世界ジオパークに関する質問、また猶野議員からも世界ジオパークに関

する質問があった。もちろん、３人とも、他の質問に加えて、世界ジオパーク

に向けた取組に関する質問をされた。これらについては市長が答弁した。一般



質問について教育長が答弁することはなかった。  

４つ目は、３月 12日に美祢子ども交流塾・卒塾式を行ったことである。塾

生小学生 25人、中学生 15人、計 40人に卒塾証明書を渡した。塾生は「20年後

の美祢市」について、一人ひとりが発表した。子ども塾の参加者は、塾に参加

して、見違えるように成長し、校内でもリーダー性を発揮していると学校から

聞いている。大いなる成果があったと思うが、課題としては、カリキュラムが

すこしマンネリ化しつつあると思う。「20年後の美祢市」についての発表も良

かったが、単なるその時の子どもの思いつきではなく、１年間学んだことの集

大成として発表があったらいいと思う。そして、それを基に、何か具体的な提

案があるとさらにいいように思う。たとえば、九州大学で水素のことを学んで

きたが、将来、美祢市において、どのような水素社会が考えられるのかとか、

学びの蓄積にもとづいた成果の発表に結び付けられたら、さらにいいと思う。

子どもの目線でいいと思うが、１年間のさまざまな学びを、ポートフォリオと

して適切にまとめる手法を身に付けたり、また、学んだことを、バラバラに、

ぶつ切りのままで終わらせるのではなく、それらを結びつけて、総合的なかた

ちで何らかの提案ができるようになるなど、学びのレベル、ステップを一段上

げていく必要があると思っている。もちろん、そのためには、塾長である私も

含め、指導者の指導力を高めるのが先決であると思う。  

５つ目は、３月 15日に、山口大学教職大学院の銘板お披露目会があったこ

とである。４月から教職大学院が山大に開設され、現職教員も何人か入学する

が、美祢市の教職員の入学希望者はなかった。学費は自己負担であるし、教員

も完全に現場を離れるのではなく、学校で仕事をしながら、むしろ、大学の教

員が訪問して指導するなど、学校の職務と大学での勉強・研究の両方が求めら

れている。市内の教職員の中から、このような機会を活用して学んでみようと

いう者が出てくることを期待したい。そのようになるよう、山大の魅力的な制

度設計が不可欠である。  

 ６つ目は、年度末の人事異動である。人事異動は、適材を適所に配置するこ

とで学校の課題解決に資するとともに、個々の教職員の職能成長にも資するも

のである。また、学校全体の組織強化、チーム力の向上が図られるものでなけ

ればならない。  

なお、本日が今年度最後の教育委員会会議となる。美祢市の教育は、教育委

員の皆様のお導きにより、着実な歩みを続け、成果も大いにあがっている。あ

らためてお礼申し上げる。  

 

「その他」については、特になし。  

 

以上で報告を終わる。 

 

秋山委員 

図書館についての質問で、市長はどのように答弁されたか。  

 

古屋生涯学習スポーツ推進課長 

平成 28 年度当初予算において、図書館快適空間整備事業を予算計上してい



る。萩市や長門市、宇部市の図書館では、利用者も多く、飲食のできるスペー

スもある。美祢図書館をレイアウト変更し、玄関の辺りに自動販売機を設置し、

飲食可能なスペースや閲覧スペースを拡充する旨答弁された。  

 

前田委員長 

  議案第１号「美祢市立学校職員服務規程の一部改正」について説明を求める。 

 

津守学校教育課長 

子育て支援部分休暇の新設等を主な内容とする「一般職の職員の給与に関

する条例等の一部を改正する条例（平成 27年山口県条例第11号）が平成 27年

４月１日に施行されたこと、また、病気休暇中の結核性疾患についての病状

報告の規定を削除するために改正するものである。  

 

前田委員長 

  特に質疑がないことを確認し、議案第１号は承認される。 

 

前田委員長 

  議案第２号「美祢市立学校職員の勤務時間、休暇等に関する規則の一部改正」 

について説明を求める。 

 

津守学校教育課長 

子育て支援部分休暇が新設されたことに伴い、改正するものである。 

 

前田委員長 

  特に質疑がないことを確認し、議案第２号は承認される。 

 

前田委員長 

  議案第３号「美祢市立小中学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務 

災害補償に関する条例施行規則の廃止」について説明を求める。 

 

津守学校教育課長 

学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償事務が平成 28年４月１

日から山口県市町総合事務組合において、共同処理されることに伴い、廃止す

るものである。  

 

前田委員長 

  議案第４号「美祢市体育施設の設置及び管理に関する条例施行規則の一部改 

正」について説明を求める。  

 

古屋生涯学習スポーツ推進課長 

  秋芳北体育館の設置、秋芳プールの廃止、秋芳テニス場・夜間照明施設の設



置に伴い、また、市民プール・温水プール・美東中夜間照明施設・大田テニス

場夜間照明施設を使用状況に応じた使用期間等へ変更するため、改正するもの

である。  

 

前田委員長 

  特に質疑がないことを確認し、議案第４号は承認される。 

 

前田委員長 

  議案第５号「美祢市学校医（内科医）の委嘱」、議案第６号「美祢市学校医 

（眼科医）の委嘱」、議案第７号「美祢市学校医（耳鼻科医）の委嘱」、議案 

第８号「美祢市学校歯科医の委嘱」、議案第９号「学校薬剤師の委嘱」につい 

て一括して説明を求める。 

 

津守学校教育課長 

美祢市学校医（内科医）に９名、学校医（眼科医）に６名、学校医（耳鼻科

医）に９名、学校歯科医に８名、学校薬剤師に 10名の委嘱について、教育委

員会の承認を求める。任期は、平成 28年４月１日から平成 29年３月 31日まで

である。 

 

前田委員長 

  特に質疑がないことを確認し、議案第５・６・７・８・９号は承認される。 

 

前田委員長 

  議案第10号「美祢市公民館運営審議会委員の委嘱」について説明を求める。 

 

古屋生涯学習スポーツ推進課長 

美祢市公民館運営審議会委員に 61名の委嘱について、教育委員会の承認を

求める。任期は、平成28年４月１日から平成30年３月31日までである。 

 

前田委員長 

  特に質疑がないことを確認し、議案第10号は承認される。 

 

前田委員長 

  議案第11号「美祢市スポーツ推進委員の委嘱」について説明を求める。 

 

古屋生涯学習スポーツ推進課長 

美祢市スポーツ推進委員に 35名の委嘱について、教育委員会の承認を求め

る。任期は、平成28年４月１日から平成30年３月31日までである。 

 

前田委員長 

  特に質疑がないことを確認し、議案第11号は承認される。 



 

前田委員長 

  議案第12号「美祢市人権教育推進委員の委嘱」について説明を求める。 

 

古屋生涯学習スポーツ推進課長 

美祢市人権教育推進委員に 19名の委嘱について、教育委員会の承認を求め

る。任期は、平成28年４月１日から平成30年３月31日までである。 

 

前田委員長 

  特に質疑がないことを確認し、議案第12号は承認される。 

 

前田委員長 

  議案第13号「美祢市生涯学習のまちづくり推進協議会委員の委嘱」について 

説明を求める。 

 

古屋生涯学習スポーツ推進課長 

美祢市生涯学習のまちづくり推進協議会委員に 30名の委嘱について、教育

委員会の承認を求める。任期は、平成 28年４月１日から平成 30年３月 31日ま

でである。 

 

前田委員長 

  特に質疑がないことを確認し、議案第13号は承認される。 

 

前田委員長 

  議案第14号「美祢市文化財保護審議会委員の委嘱」について説明を求める。 

 

高橋文化財保護課長 

美祢市文化財保護審議会委員に 10名の委嘱について、教育委員会の承認を

求める。任期は、平成28年４月１日から平成30年３月31日までである。 

 

前田委員長 

  特に質疑がないことを確認し、議案第14号は承認される。 

 

前田委員長 

  議案第15号「美祢市歴史民俗資料館協議会委員の委嘱」について説明を求め 

る。 

 

高橋文化財保護課長 

美祢市歴史民俗資料館協議会委員に６名の委嘱について、教育委員会の承認

を求める。任期は、平成28年４月１日から平成30年３月31日までである。 

 



前田委員長 

  特に質疑がないことを確認し、議案第15号は承認される。 

 

前田委員長 

  続いて、「ブルガリアのカルスト」について報告をお願いする。 

 

藤川秋吉台科学博物館主査 

  秋吉台科学博物館の藤川主査がブルガリアでの国際学会について報告する。 

 

井上委員 

  世界的な会議を美祢市で開催することはできないか。 

 

藤川秋吉台科学博物館主査 

  言葉の問題、宿泊の問題、食べ物の問題、会議の内容等を細やかに考えると、

今は少し無理だと思う。将来的に、世界ジオパークに認定され、ガイドが育っ

て、その先に、教育や観光というもののなかで、国際会議を開催しようという

のはいいと思う。ただ、丁寧に練り上げる必要がある。  

 

前田委員長 

  秋吉台は、世界的にも有名か。 

 

藤川秋吉台科学博物館主査 

  秋吉台と言えば、カルストの研究している者であればだいたい知っている。

国定公園に指定されたのは1955年であり、60年間の公園としての歴史があると

ころは世界的にもない。100年の研究の積み重ねがあり、公園として観光のノ

ウハウもあるところは、世界的にも限られている。  

 

秋山委員 

  秋吉台のこれからの課題は何か。 

 

藤川秋吉台科学博物館主査 

  学問の積み重ねがあり、国際的にも理解がある。これから、どういう方向で

いくか、時間をかけ練り上げていく必要がある。その軸の１つにジオパークが

ある。学問だけでなく自然保護や教育といったものをしっかり練り上げる必要

がある。短期視野と長期視野の両面から丁寧に考えていかなければならない。 

 

永冨教育長 

  秋吉台のカルストとブルガリアのカルストのなりたちの違いは何か。 

 

藤川秋吉台科学博物館主査 

  秋吉台のカルストとブルガリアのカルストのなりたちの違いについて説明



する。 

  詳しくは、秋吉台科学博物館の特別展「ブルガリアのカルスト」を９月25

日まで開催しているので、ご覧いただきたい。入場料無料である。 

 

前田委員長 

  次回については、古屋委員に提言をお願いする 

 

前田委員長 

  続いて、協議・報告を各課から求める。 

 

千々松教育総務課長 

  教育総務課に関する事項として、次の２点について協議報告する。 

・赤郷保育園について 

平成28度は休園 

 

・学校の再編統合について 

 

津守学校教育課長 

・着任式について 

   ４月１日（金） 13：30～ 来福センター 

 

  ・美教委通信について 

 

古屋生涯学習スポーツ推進課長 

  生涯学習スポーツ推進課に関する事項として次の３点について協議報告す

る。 

  ・第８回美祢秋吉台高原マラソンについて 

   3/6（日） 2,659人エントリー 2,105人参加 2,077人完走 

        （3/27 ＴＹＳ放送） 

 

 ・美祢市秋芳テニス場オープンセレモニー 

   4/3（日） テニス教室、模範試合、中高生試合 

    

高橋文化財保護課長 

文化財保護課については、特になし 

 

末岡次長 

  世界ジオパーク推進課については、特になし。 

 

末岡次長 

  秋吉台科学博物館については、特になし。 



 

井上美東事務所長 

  美東事務所については、特になし。  

 

安永秋芳事務所長 

  秋芳事務所については、特になし。 

 

  

次回の定例教育委員会を平成28年４月26日（火）午後１時30分から美祢図書館 

「視聴覚室」において開催する旨を告げる。  

 

 午後３時08分委員会の終了を告げる。 

 

平成28年３月24日 


